
１
10．図のように、関数 ｙ＝－ｘ２ 上に３点Ａ、Ｂ、Ｃがある。点Ｃを通りｘ軸に平行な直線を

２
引き、ｙ軸との交点をＤとする。点Ｄのｙ座標が８であるとき、次の問いに答えなさい。

（宣真高等学校 H21）

（１）点Ｃの座標を求めなさい。

点Ｄのｙ座標が８なので、点Ｃのｙ座標も８。
１

放物線 ｙ＝－ｘ２ に ｙ＝８ を代入して、
２

１
８＝－ｘ２

２

ｘ２＝16 より、ｘ＝±４ Ａ． （４，８）

（２）四角形ＡＢＣＤが平行四辺形になるとき、点Ｂの座標を

求めなさい。

四角形ＡＢＣＤが平行四辺形なので、ＡＢ＝ＤＣである。

したがって、ＡＢ＝４。

点Ｂのｘ座標は２である。
１

ｙ＝－ｘ２に ｘ＝２ を代入して、ｙ＝２ Ａ． （２，２）
２

（３）平行四辺形ＡＢＣＤの面積を求めなさい。

平行四辺形ＡＢＣＤの底辺をＡＢとすると、ＡＢ＝４である。

このときの高さは、点Ｂと点Ｃのｙ座標を比べて、６となる。

平行四辺形の面積は、（底辺）×（高さ）だから、

４×６＝24 Ａ． 24
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